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敗戦直後の日本は、印刷用紙生産量の極端な落ち込み（ 1945 年の用紙生産量は 1941  









〔  戦後占領期  〕〔  大衆雑誌  〕〔  地方出版  〕 
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調査資料集』（全 7 巻・金沢文圃閣）、『「黒猫」復刻版』（全 11 冊・別冊 1、三人社）に関する準備を始めて 
いたが、2014 に SFR を取得したことで、それらの解題などに含める情報や資料を補うことができた。 
（2）この間、10 年以上にわたって福岡市史の編纂にあたっているが、その特別編として 2015 年度に『近代福岡 
の印刷と出版』（仮題）が刊行されることが決まり、同書の第 5 章・印刷用紙の配給とGHQ の検閲――敗戦 
と混乱と第 6 章・活字に群がる人々――占領と復興／1945－1954）を担当する。2014 年度の段階で「占領期 







 ２ 個別の雑誌研究 
  （1）「国際女性」（国際女性社）は、谷崎潤一郎と新村出を顧問に迎え、終戦直後の 1946 年 7 月 1 日に京都で 
創刊されながら、わずか 7 冊（第 3 号は未見、最終号はゲラのみ確認済）を編集したのち用紙不足で休刊と 
なったB5 判の総合雑誌である。国内の資料保存機関で一括所蔵しているところはなく、いまだ実物が確認 
されていない号があるという意味で、いわば〝幻の雑誌〟である。今回、SFR の研究を通じて同誌の創刊号 






崎潤一郎」と題する論文を「新潮」（新潮社）2015 年 5 月号に掲載し、続いて、総目次などを付した詳細研 
究は「雑誌「国際女性」の資料的価値」（「跨境」高麗大学日本研究センター）という論文を準備している。 
 （2）二年前に発見し詳細総目次と解題をまとめた雑誌「小説春秋」に関しては、「雑誌「小説春秋」はなぜ歴 
















 ３ 出版社に関する研究 
   占領期の雑誌研究を進めていくなかで、新たなテーマとして浮上した問題に出版社の研究がある。SFR では 
この点に関しても重点的に取り組み、その成果の一部を『高度成長期の出版社調査事典 全 8 巻』（2014 年～20 
16 年、金沢文圃閣）に反映させることができた。同事典の巻頭には「内部資料から見る出版史――『高度成長 






 ４ SFRでの調査を踏まえた個別の文学研究 
 （1）今回、戦後占領期の雑誌研究を進めていくなかで、個別の興味深い文学テキストに出逢うことも多く、個々 
の作品・作家に関する単独の論文をいくつかまとめた。具体的には、「姦通する女たち――太宰治「冬の花火 
――三幕」精読」（「九大日文」25 号、2015 年 3 月）、「群衆とは何者か？――戦後の歴史小説における〈一揆〉 
の表象」（「敍説」第Ⅲ期―12号、2015 年 2 月）、「久保田万太郎の空襲（「立教大学日本文学論叢」第 14 号、 
2014 年 9 月・立教大学大学院）、「ネゴシエーションとしての文学―菊池寛が描いた〈法〉と〈法廷〉」（「日本 
近代文学」第 91 号 、日本近代文学会、2014 年 11 月）などがそれにあたるが、いずれも SFR での調査がなけ 
れば執筆することができなかった論文であり、間接的にではあるが SFR の研究成果として位置づけることが 
できるだろう。 
（2）SFR を用いて研究した内容を踏まえて、2014 年秋には中国の北京師範大学で開催された国際フォーラムに 
参加し、口頭発表（「雑誌「黒猫」と戦後探偵小説の胎動」（東アジアと同時代日本文学フォーラム第 2 回・国 









学」では「戦後池袋の検証―ヤミ市から自由文化都市へ―」と題するシンポジウム（2015 年 9 月 12 日）も 
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